


みなさまのあたたかいご協力ありがとうございました
　10月1日から全国一斉に展開されました共同募金運動において、地域のみなさまから心あたたまるたくさん
の募金をお寄せいただきました。ご協力いただきましたみなさまに、心よりお礼申し上げますとともに、今後
もより一層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。

共同募金一般募金助成金事業報告共同募金一般募金助成金事業報告
■昨年度の赤い羽根共同募金の地域助成金を活用させていただきました。（今年度の募金は来年度の助成金として活用されます。）
※付きの事業は、共同募金地域助成金以外の財源もあわせて活用し事業を実施しております。
　事業ごとの助成額は、共同募金地域助成金のみを記載しております。

歳末たすけあい助成金事業報告歳末たすけあい助成金事業報告
■今年度の歳末募金を活用させていただきました。

　自分たちの地域を少しでも良くし
ようとがんばっている団体や学校、
児童福祉施設が行う福祉事業に対し
て共同募金審査委員会にて審査し助
成しました。 助成団体11団体

福祉団体等への助成
助成額 : 550,000円

　在宅で介護されている方を対象に、日頃
の疲れを癒していただこうとマッサージや
食事が出来るチケットを配布しました。
　対象の方はご希望のメニューをひとつ選
んでいただき、利用していただきました。

　11月23日（日）レピアにて『ふれあいの集
い』が開催されました。今回は前若狭町長の
千田千代和氏に『若狭町の魅力再発見につい
て』と題し講演をしていただきました。他に
もなんでも相談や、歌謡ショーをお楽しみいただき、ご参加のみなさんは有意
義な時間を過ごされていました。 参加者数　114名

介護者リフレッシュ事業
助成額 : 100,618円 

　12月21日（日）地域福祉センター泉にて、障がいを持った子どもた
ちとその家族を対象にクリスマス会を開催しました。当日は26名の方
が参加され、音楽に合わせて身体を動かすリトミックやクリスマスケー
キ飾りつけなどをして楽しい時間を過ごされました。

障がい児クリスマス会
助成額 : 72,054円

　12月31日（大晦日）に生活保護受給者と
配食利用者（希望者のみ）へ手作りのおせち
料理をお届けしました。みなさん大変喜んで
おられました。

歳末たすけあい配食事業
助成額 : 33,022円

ふれあいの集い（障がい者交流会）
助成額 : 418,502円

　少子高齢化や晩婚化が進む中、若者
同士が気軽に出会える場と機会を作ろ
うと、町内外から20歳～ 30代の実
行委員（ごえんサポーター）を募集し、
集まった8名のごえんサポーターとと
もに『縁スポ婚inわかさ』を企画しま
した。11月30日（日）に上中体育館と
和伊和伊亭さんで男女交流イベントと
してニュースポーツと食事会をしまし
た。 参加者数　28名（サポーター含む）

　障がいや特別な支援を要
する人、児童生徒たちの
アートを一堂に集めた『き
らりアート展』の開催費用の一部に活用しました。県内外
から絵画、書、織物など182点の応募がありました。

きらりアート展
の開催※

助成額 : 200,000円
　パンフレットやアン
ケート、『社協だより』等、
地域福祉推進のための広
報活動にかかる費用の一
部に活用しました。

広報啓発活動※

助成額 : 427,896円
　ボランティアさんに配達のご
協力をいただき、お昼のお弁当を
お届けする『まごころ給食』にか
かる費用の一部に活用しました。

まごごろ給食サービス※

助成額 : 313,132円

若者出会い促進事業（わかさでごえんサポート）※
助成額 : 16,239円

　嶺南地方にゆかりのあ
る著名作家によるチャリ
ティ『アートでハート展』
を開催し、収益金は全額共
同募金寄付金としました。
【開催日】
10月4日～ 10月19日
【出展作家数】
39名（新規の協力作家5名）
【作品点数】55点

　小地域福祉活動推進モデル集落として指
定した6集落に活動のための費用として助
成しました。

小地域福祉活動推進モデル
集落への助成※

助成額 : 200,000円

アートでハート展の開催
助成額 : 176,032円

　町内在住の支援が必要な
方等についての調査や支援
を行う費用として活用しま
した。

要援護者支援調査
助成額 : 150,864円

　8月9日（土）若狭町歴史文化館講堂において、小地域福祉活動推進セミナー『広がるご近
所福祉』を開催しました。今回は『地域の福祉力を高める～支え合う地域づくりを目指して～』
と題し、永田祐氏（同志社大学社会学部社会福祉学科准教授）をお招きし講演していただきま
した。また、地域のさまざまな関係者・団体が連携しながら集落全体で小地域福祉活動に取
り組まれている越前市深草2丁目区長の武田真一氏から実践事例を発表していただきました。
　台風接近で天候が悪い中ではありましたが、多くの方が来られ熱心にお話を聴いておられ
ました。 参加者数　90名

小地域福祉活動の推進※

助成額 : 60,000円

各集落での袋募金以外でお預かりいたしました募金は以下のとおりです。

（敬称略・順不同）

募金総額 円3,859,273
一般募金：2,421,201円　　歳末募金：1,438,072円

平成26年度平成26年度共同募金運動実施報告共同募金運動実施報告

※例年11月・12月に開催しておりました『ひとり暮らし高齢者交流会事業』は、参加される方の体調面や天候等を考慮し、
　平成27年6月～ 9月に4回に分けて開催する予定です。

企業・医療機関・学校・団体等 その他 とむらクリニック募金箱
C・ネット チャリティ「アートでハート展」収益金 ハート&アートフェスタ街頭募金
上中町綱引協会 若狭町ゴルフ協会 パレア若狭本所職員募金
ギフト　美ゆき パレア若狭本所窓口募金箱
気山区さわやか会 街頭募金・募金箱 松寿苑募金箱
気山小学校 JR上中駅街頭募金 三方診療所募金箱
熊川小学校 JR三方駅街頭募金 レイクヒルズ美方病院募金箱
善七製菓 PLANT-2街頭募金 嶺南病院募金箱
ダーナー円成寺仏教婦人会 PLANT-2募金箱 レピア街頭募金
天徳寺いずみクラブ 泉事業所職員募金 レピア募金箱
天徳寺壮年会 泉窓口募金箱 若狭町上中庁舎募金箱
デンヨー株式会社 梅の里会館募金箱 若狭町三方庁舎募金箱
㈱西野土木社員一同 加藤医院募金箱 若狭三方五湖観光協会募金箱
野木小学校 上中病院募金箱
松寿苑職員一同 五湖の郷　秋祭り募金箱 個人
岬小学校 五湖の郷　窓口募金箱 市原　清
三宅小学校 五湖の郷職員募金 小林吉三
若狭町すまいる会 関根医院募金箱 福島三郎
若狭町民生委員児童委員協議会 千葉医院募金箱 匿名（2名）（平成27年2月12日現在）
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小規模多機能ホーム

きやま虹の家

【お問い合わせ】
若狭町気山231-17　若狭町社会福祉協議会　小規模多機能ホーム きやま虹の家
TEL：45‐2833　担当：木下

1月24（土）に竣工式・内覧会が行われました。
　式典では土地と民家を無償で貸し出してくださった田中春枝様のご子息の方に感謝状が
贈呈され、午後からの内覧会では約70名の方が見学に来てくださいました。
　『小規模多機能ホーム　きやま虹の家』は、若狭町社会福祉協議会が初めて民家をお借りし
て開所する施設です。これから地域との繋がりを大切にし、地域の居場所の一つとなる『家』
を目指していきます。

2月2日（月）に開所しました。
家庭的な雰囲気の中で過ごせます。
ぜひ見学にいらしてください。
いつでも大歓迎!

お食事はここで

お風呂もあります

広い玄関

丸窓のトイレ

ゆったりと大きな
ソファでくつろげます

【 対象の方 】 【 ご提供させていただくサービス 】

「通い」「訪問」「宿泊」
※「通い」は午前中だけのご利用や
　入浴だけのご利用もできます（送迎有）

〇気山区・上瀬区にお住まいの方
〇介護認定を受けられた方

Vol.303分
３分で分かる介護は、できるだけ家庭での介護負担を軽減できればと思いシリーズ化しています。

インフルエンザ編
重症化しやすい高齢者

　インフルエンザに感染して重症化するのは高齢者や乳幼児、妊婦などですが、ほかに慢性的な呼吸器疾患や
心疾患、糖尿病や慢性腎臓病を持つ人など、一般的に抵抗力が低下した人がかかりやすいとされています。
　なかにはインフルエンザの典型的な症状が出にくく、いつの間にか合併症を引き起
こし、重症化する場合もあるため、急激な体調変化を感じたら早めに医療機関を受診
しましょう。
　高齢者が気をつけたいインフルエンザの合併症には、「肺炎」「気管支炎」など、主に
気道の炎症によるものが挙げられます。肺炎は特に高齢者によく見られ、インフルエ
ンザで弱った体に細菌などの病原によって肺炎を併発すると言われます。高齢になれ
ばなるほど、肺炎で亡くなる確率が高くなります。万一インフルエンザにかかってし
まったら、こうした合併症（二次感染）へ移行しないよう注意が必要です。

予防するには?

　流行前のワクチン接種が有効です。ワクチン
接種を受けた高齢者は、死亡の危険が1/5に、入
院の危険が約1/3から1/2にまで減少すること
が期待できるとされています。

【予防接種】

　換気の悪い部屋では、長時間ウイルスが浮遊する原因となってしまうため、定期的に部屋の換気をしま
しょう。室温は暑すぎても汗をかいて逆効果のため、20～26℃程度で調整するとよいでしょう。また、ウ
イルスは乾燥した環境で増殖しやすいため、室内の湿度は50～60%を保つようにします。
　のどから肺へ続く気道の湿度が不足すると、気道粘膜が傷つきやすくなり、肺炎菌などの常在菌が付着
しやすくなることが知られています。50～60%という湿度は、もっとも気道粘膜への加湿に適しており、
インフルエンザウイルスの増殖を抑える効果があるとされています。

【室温湿度に配慮する】

　手洗いやアルコール製剤による手指衛生も有
効です。手洗いで付着したウイルスを洗い落と
すことや、アルコール製剤による手指の消毒も
インフルエンザウイルスに対して有効です。

【手洗い】

知っとく
　「インフルエンザかどうかわからないけれど、高熱で苦しそうだから、とり
あえず家にある家庭薬を飲ませてみよう」などと、これまでの経験から手持
ちの薬を服用するケースがあるかもしれません。実は、こうした素人判断が
もっとも危険です。ただの感冒（風邪）なら、鼻水、せきなど、対症療法的な市
販薬でも効果を得られることもありますが、インフルエンザには市販の総合
感冒薬は効きません。また、座薬など市販の解熱剤や風邪薬を勝手に服用す
ると、インフルエンザ脳炎やライ症候群を併発する危険があります。インフ
ルエンザか判断がつかない場合の発熱には座薬は使わず、脇の下や首まわり、
股の間など、太い動脈が走っている部分を冷やすクーリングで対応します。
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お届けします welfare information福祉 情報の

　「社会福祉事業に役立てて下さい」と下記の方々よりご寄付をいただき
ました。預託や寄付いただいた物品は、地域や若狭町社会福祉協議会にて
有効に使わせていただきます。下記以外にも多くの方々より、使用済み切
手やエコキャップ等のご寄付をいただきました。ありがとうございました。

（敬称略・順不同）平成26年11月21日～平成27年1月25日

物 品 預 託

観音川営農組合 野菜 香川　平市（三　宅） 介護用品 百田　辰治（藤　井） 衣類

達　　八郎（向　笠） 介護用品 岸元　次子（神戸市） 書籍 JA敦賀美方女性部
三方五湖支部 ティッシュ

すまいる会 タオル みそみ地区地域
づくり協議会 車内用掃除機 アイちゃん堂 電動ベッド、車

イス、老人車

福 祉 基 金

匿　　名（三　方） 100,000円 岡本　　登（下吉田） 100,000円
常田　茂（藤　井） 200,000円 匿　　　名（藤　井） 100,000円
小堀　滋（鳥　浜） 300,000円 田辺　松雄（世久見） 100,000円
匿　　名（　南　） 10,000円 松岡　喜一（河　内） 100,000円
匿　　名（脇　袋） 50,000円 宇田　保夫（大鳥羽） 150,000円
福井県退職校長会若狭町支部
代表　内藤憲司 10,000円 三方地区明るい社会づくり推進協議会

会長　吉村廣良 100,000円

クリエフ 5,000円

　2月7日（土）美浜町保健福祉センター
「はあとぴあ」にて、若狭地区社会福祉大
会が開催されました。この大会は、住民
の社会福祉への理解と関心を高め、「福祉
のまちづくり」をすすめるとともに、こ
れまで若狭地区の社会福祉の発展に功績
のあった方々を顕彰し、感謝の意を表す
ることを目的としています。
　今年の大会は、40名5団体が表彰され、
若狭町では2名の方が表彰されました。

《社会福祉協議会役員功労》
岡上 角衞 氏
　（下タ中）【右】
橋本 信文 氏
　（中野木）【左】

　若狭町社協では、第3次若狭町地域福祉活動計画を策定
するにあたり、「地域福祉活動計画策定委員会」を立ち上げ
ます。そこで、委員として福祉のまちづくりについて一緒
に考えていただける策定委員を募集します。一緒に若狭町
の未来（福祉の地

ま

域
ち

づくり）を考えてみませんか?

《募集人数》1名
《役割・活動内容》
　定期的に開催する「策定委員会」の中で、第2次若狭町地
域福祉活動計画の評価やニーズ調査結果から明らかになる
地域課題に対して、若狭町の未来像を見据えながら、地域
全体で解決できる仕組みづくりを一緒に考えていきます。
《募集締め切り》平成27年3月31日（火）

　「一緒に考えたい!」「もっと詳しく話を聞きたい」等、下
記までお気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ先】 若狭町社会福祉協議会パレア若狭本所
 TEL：62-9005　　担当：満

みつ

田
だ

　ひとり暮らしの高齢者の方や障がいをお持ちの方など、自力で雪かきが困難な方（世帯）を対象に、玄関
先などの雪かきをお手伝いしてくださるボランティアを募集しています。

※自力での雪かきが困難な世帯とは… ①ひとり暮らし高齢者（概ね65歳以上）および障がい者世帯
 ②高齢者（概ね65歳以上）および障がい者のみの世帯
 ③ひとり暮らしの病気療養者世帯、または病気療養者のみの世帯

　野木小学校の皆さんから、大切に
育てられたお米を寄贈いただきまし
た。いただいたお米は、町内のひと
り暮らし高齢者宅等へ配達される配
食サービスのお弁当や、デイサービス
などの食事に使わせていただきます。

　国際ソロプチミスト敦賀様より、社会福祉事業に役立ててほしいと「座卓」
1台をご寄贈いただきました。いただいた物品は、小規模多機能ホームき
やま虹の家で使わせていただきたいと思います。ありがとうございました。

野木小学校の皆さんより「新米」
をいただきました

国際ソロプチミスト敦賀様より「座卓
」をいただきました

　若狭町社協では、ひとり暮らし高齢者の方などを対象に、手作りのお弁当を届ける配食サービスを行って
います。お弁当は毎日ボランティアの方にご協力いただき、利用者宅へお届けしています。
　現在、上中地域・三方地域・西田及び西浦地区で配食ボランティアをしてくださる方を募集しています。
ご協力いただける方は、下記問い合わせ先までお気軽お問合せください。

《活動日時》平日（月～金祝祭日含む）11：00～ 12：00　月1回程度（活動日時は要相談）

配食ボランティア急募!

除雪ボランティア

～ボランティア保険のご案内～～ボランティア保険のご案内～
　集落内の支え合い活動や自営消防団の活動で、一人暮らし高齢者の方のお宅
などの除雪ボランティア活動中に事故に遭われたり、ケガをされたときに補償するボランティアのた
めの「ボランティア活動保険」があります。社協各事業所窓口で受付を行なっています。
　詳細につきましては、下記問い合わせ先までお気軽にお問合せください。

【問い合わせ先】 若狭町ボランティアセンター（若狭町社会福祉協議会パレア若狭本所内）
 TEL：62-9005　　担当：満

みつ

田
だ

ボランティア募集中!～あな
たのできることを地域の力に～

集落内での
ボランティア活動を
サポートします!

若狭地区社会福祉大会 第3次若狭町地域福祉活動計画策定委
員募集!!

～住民のみなさんの想い・声をかたち
にする福祉のまちづくり!～福祉表彰が行われました
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